
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 １ 目  的 産業に関わる教科・科目に関する指導内容について、総合教育センターのＩＣＴ・産業用機器等を

使用し、受講者自らが教育課題をもって主体的に取り組み、計画的・系統的に研修を行うことで専

門性を高め、当該教科・科目の指導において中心的な役割を担う教員としての資質・能力を養うこ

とを目的とする。さらに、研修成果を広く発表することで、県内の該当教科・科目を担当する教員

の授業改善につなげ、産業教育を通して生徒の「主体的・対話的で深い学び」を目指す。 

２ 定  員 各教科１名とする。 

３ 申 込 み 他の希望研修と同様の方法で申込みを行う。 

４ 決  定 ５月20日（水）までにPlantで公表される。 

５ 研修計画 (1) 下表の日程で第１回を実施し、研修テーマと第２回以降の日程を計画する。 

(2) ６月５日（金）～１月15日（金）までの期間中に20～30日間行う。 

(3) 研修はセンターでの個別自主研修を主とし、研修テーマに関連する情報教育研修・産業教育研

修（３講座以内）、先端技術研修（１講座以内）を受講することができる。 

(4) 研修日課は９：40～16：10とし、長期休業中も計画することができる。 

６ 持 ち 物 第１回実施日に年間行事予定表を持参する。 

７ 報  告 10月２日（金）に中間発表を実施する。また、１月15日（金）の研修講座「産業教育研修発表会 

～研究成果を生かした授業改善を考える～」で成果を発表する。 

８ 講座一覧 

講座コード･講座名･選択可能研修種別･定員 第1回 最終回 研修の概要・連絡等 

5-1-01-21 

産業教育実践研修(農業) 
６月５日(金) １月15日(金) 

 農業教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(農) １名 

5-1-02-21 

産業教育実践研修(工業) 
６月５日(金) １月15日(金) 

 工業教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(工) １名 

5-1-03-21 

産業教育実践研修(商業) 
６月５日(金) １月15日(金) 

 商業教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(商) １名 

5-1-04-21 

産業教育実践研修(家庭) 
６月５日(金) １月15日(金) 

家庭教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(家) １名 

 
【昨年度の各教科のテーマ】 

 

 

 

 

 

【農業科】  【工業科】  【商業科】 
 

 公立高等学校において、産業に関する専門科目を担当する教員を対象とした研修です。20～30 日間にわたり専

門分野について系統的に学ぶことで専門性を高め、指導力の一層の向上を図ります。受講者自らが研修計画を立

て主体的に研修を行います。 

研修講座の紹介 

７ 産業教育実践研修 

Ⅱ 希望研修   
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 目  的 専門教材の開発・活用・指導法について、グループ研究を行う。 

２ 定  員 各教科４名とする。 

３ 申 込 み 他の希望研修と同様の方法で申込みを行う。（希望研修申込数の制限対象外） 

４ 決  定 ５月20日（水）までにPlantで公表される。 

５ 研究計画 (1) 下表の日程で第１回を実施し、研究テーマと第２回以降の日程を計画する。 

(2) ６月４日（木）～１月15日（金）までの期間中に７回行う。 

(3) 研修日課は９：40～16：10とし、長期休業中も計画することができる。 

６ 持 ち 物 第１回実施日に年間行事予定表を持参する。 

７ 報  告 １月15日（金）の研修講座「産業教育研修発表会～研究成果を生かした授業改善を考える～」で 

成果を発表する。 

８ 講座一覧 

講座コード･講座名･選択可能研修種別･回数･定員 第1回 最終回 研修の概要・連絡等 

5-2-01-21 

産業教育教材探究(農業) 
６月４日(木) １月15日(金) 

 農業教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 高(農) ７回 ４名 

5-2-02-21 

産業教育教材探究(工業) 
６月４日(木) １月15日(金) 

 工業教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 高(工) ７回 ４名 

5-2-03-21 

産業教育教材探究(商業) 
６月４日(木) １月15日(金) 

 商業教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 高(商) ７回 ４名 

5-2-04-21 

産業教育教材探究(家庭) 

 
６月４日(木) １月15日(金) 

 家庭教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 

また、専門学科の他、総合学科や普通科でも活用できる

教材の開発と研究を行います。 高(家) ７回 ４名 
 

【昨年度の各教科のテーマ】 
【農業科】  【工業科】 

 

 

 
【商業科】  【家庭科】 

 

 

 
 

 専門教科の教育課題に基づく教材の開発・活用・指導法に関する研究を行います。研究テーマに沿った探究的、

協働的なグループ研究を通して、専門科教員としての専門性や指導力を高めます。 

研修講座の紹介 

８ 産業教育教材探究 

Ⅱ 希望研修 
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 １ 目  的 産業に関わる教科・科目に関する指導内容について、総合教育センターのＩＣＴ・産業用機器等を

使用し、受講者自らが教育課題をもって主体的に取り組み、計画的・系統的に研修を行うことで専

門性を高め、当該教科・科目の指導において中心的な役割を担う教員としての資質・能力を養うこ

とを目的とする。さらに、研修成果を広く発表することで、県内の該当教科・科目を担当する教員

の授業改善につなげ、産業教育を通して生徒の「主体的・対話的で深い学び」を目指す。 

２ 定  員 各教科１名とする。 

３ 申 込 み 他の希望研修と同様の方法で申込みを行う。 

４ 決  定 ５月20日（水）までにPlantで公表される。 

５ 研修計画 (1) 下表の日程で第１回を実施し、研修テーマと第２回以降の日程を計画する。 

(2) ６月５日（金）～１月15日（金）までの期間中に20～30日間行う。 

(3) 研修はセンターでの個別自主研修を主とし、研修テーマに関連する情報教育研修・産業教育研

修（３講座以内）、先端技術研修（１講座以内）を受講することができる。 

(4) 研修日課は９：40～16：10とし、長期休業中も計画することができる。 

６ 持 ち 物 第１回実施日に年間行事予定表を持参する。 

７ 報  告 10月２日（金）に中間発表を実施する。また、１月15日（金）の研修講座「産業教育研修発表会 

～研究成果を生かした授業改善を考える～」で成果を発表する。 

８ 講座一覧 

講座コード･講座名･選択可能研修種別･定員 第1回 最終回 研修の概要・連絡等 

5-1-01-21 

産業教育実践研修(農業) 
６月５日(金) １月15日(金) 

 農業教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(農) １名 

5-1-02-21 

産業教育実践研修(工業) 
６月５日(金) １月15日(金) 

 工業教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(工) １名 

5-1-03-21 

産業教育実践研修(商業) 
６月５日(金) １月15日(金) 

 商業教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(商) １名 

5-1-04-21 

産業教育実践研修(家庭) 
６月５日(金) １月15日(金) 

家庭教育に関する研修テーマを設定し、20～30 日間

の研修計画を立て、主体的・実践的に研修を行い、専門

性を高め、指導力の一層の向上を図ります。 
高(家) １名 

 
【昨年度の各教科のテーマ】 

 

 

 

 

 

【農業科】  【工業科】  【商業科】 
 

 公立高等学校において、産業に関する専門科目を担当する教員を対象とした研修です。20～30 日間にわたり専

門分野について系統的に学ぶことで専門性を高め、指導力の一層の向上を図ります。受講者自らが研修計画を立

て主体的に研修を行います。 

研修講座の紹介 

７ 産業教育実践研修 

Ⅱ 希望研修   
 
 
 
 
 
 
 
 

 １ 目  的 専門教材の開発・活用・指導法について、グループ研究を行う。 

２ 定  員 各教科４名とする。 

３ 申 込 み 他の希望研修と同様の方法で申込みを行う。（希望研修申込数の制限対象外） 

４ 決  定 ５月20日（水）までにPlantで公表される。 

５ 研究計画 (1) 下表の日程で第１回を実施し、研究テーマと第２回以降の日程を計画する。 

(2) ６月４日（木）～１月15日（金）までの期間中に７回行う。 

(3) 研修日課は９：40～16：10とし、長期休業中も計画することができる。 

６ 持 ち 物 第１回実施日に年間行事予定表を持参する。 

７ 報  告 １月15日（金）の研修講座「産業教育研修発表会～研究成果を生かした授業改善を考える～」で 

成果を発表する。 

８ 講座一覧 

講座コード･講座名･選択可能研修種別･回数･定員 第1回 最終回 研修の概要・連絡等 

5-2-01-21 

産業教育教材探究(農業) 
６月４日(木) １月15日(金) 

 農業教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 高(農) ７回 ４名 

5-2-02-21 

産業教育教材探究(工業) 
６月４日(木) １月15日(金) 

 工業教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 高(工) ７回 ４名 

5-2-03-21 

産業教育教材探究(商業) 
６月４日(木) １月15日(金) 

 商業教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 高(商) ７回 ４名 

5-2-04-21 

産業教育教材探究(家庭) 

 
６月４日(木) １月15日(金) 

 家庭教育に関する先端技術に対応した先導的教材や教

育課題に基づく教材の開発・活用を通して、指導内容や指

導方法について実践的な研究を行い、専門性や指導力を高

めます。 

また、専門学科の他、総合学科や普通科でも活用できる

教材の開発と研究を行います。 高(家) ７回 ４名 
 

【昨年度の各教科のテーマ】 
【農業科】  【工業科】 

 

 

 
【商業科】  【家庭科】 

 

 

 
 

 専門教科の教育課題に基づく教材の開発・活用・指導法に関する研究を行います。研究テーマに沿った探究的、

協働的なグループ研究を通して、専門科教員としての専門性や指導力を高めます。 

研修講座の紹介 

８ 産業教育教材探究 

Ⅱ 希望研修 
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 １ 目  的 公立高等学校の、専門科目を担当する教職員を企業や高等教育機関、県関係機関に派遣し、近年の

著しい技術革新に対応した知識や技術について研修することを目的とする。 

２ 講座設定 (1) 設定講座は、総合教育センター所長があらかじめ設定する講座（「センター設定講座」）及び学

校長からの申請に基づいて所長が設定する講座（「学校設定講座」）とする。 

４      (2) 「センター設定講座」は、研修機関により「センター設定講座Ａ」（企業・高等教育機関等）と

「センター設定講座Ｂ」（県関係機関）とする。 

３ 申 込 み 詳細は本研修講座案内とは別に該当校に案内する。 

４ 決  定 「センター設定講座」及び「学校設定講座」の受講者は、所長が決定し、「先端技術研修講座受講者

決定通知書」を所属長あてに発送する。 

５ 報  告 (1) 受講者は、研修終了次第「先端技術研修 研修者報告書」（様式第９号）を作成し、研修終了後

一ヶ月以内に学校長を経て提出する。 

５      (2) 学校長は、各受講者から提出され次第速やかに「先端技術研修派遣報告書」（様式第８号）に、

各受講者の「先端技術研修 研修者報告書」（様式第９号）を添え、所長あてに、情報・産業教

育部代表メールアドレスを通じて、メールにて提出する｡ 
 

先端技術研修講座の主な研修内容（実績） 

【センター設定講座】 

農業人材育成、食品衛生実験、旋盤作業技術、土木・建築系施工技術、マイコン制御技術、セラミックス技 
術・設備電気、美専修学ラインで学ぶクリエイティブ演習、会計理論と実践から学ぶ複式簿記会計、観光ビ 
ジネス、企業と学ぶ次世代流通、果樹試験場、環境保全研究所、工業技術総合センター食品技術部門、調理 
技術と実習指導法 

【学校設定講座】 

スマート農業に繋がるIoT、ＧＡＰ実践セミナー、ブドウの栽培技術及びワイン醸造技術の習得、日本庭園の 
実践技術、観光振興、情報スキルを伸ばす講義と実習、基礎・基本技術と先端技術に関する研修 

 
【研修の様子】 

【農業人材育成】 

 

 

【旋盤作業技術】 

 

 

【「なぜ？」という気付きから始まる指導法】 

      
【食品技術部門】 

 

 

【森林資源の活用】 

 

 

【長野県の水産資源】 

 
 

 公立高等学校において、産業に関する専門科目を担当する教職員を対象とした研修です。企業や高等教育機関

などにおいて研修を行い、産業界における近年の著しい技術革新に対応した知識や技術、最新の理論や研究につ

いて学びます。研修日数は５～10日間程度です。 

研修講座の紹介 

９ 先端技術研修 

Ⅱ 希望研修    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 総合教育センターで行われる連携講座 

講座番号 講 座 名 講  師 掲載ﾍﾟｰｼﾞ 

3-1-02-24 中学校・高校公民の授業づくり 准教授  田村 徳至 43 

 

２ 信州大学各キャンパスで行われる連携講座 

(1) 日程は当センターの研修講座と同じです。p.6又は講座案内裏表紙をご覧ください。 

(2) 会場は、信州大学の伊那キャンパス又は上田キャンパスとなります。受付場所などは、別途、Plant及び当セ 

ンターのホームページを通じて受講決定者にお知らせします。 

 

内容、連絡等
　教師の授業力向上を目指し、学習指導要領が目指す方向を理解す
るとともに、児童・生徒が能動的に学ぶ姿を醸成するための授業改
善のあり方やカリキュラム・マネジメントについて学びます。また、
大学で開講されている教職科目「教職実践演習」に参加し、学生と
ともに授業研究や分析の演習を行います。
午前：教員のみに講義を実施
午後：教員と学生の協働による教職実践演習

② ④ ⑥ ⑨ 　　講師　信州大学教職支援センター　特任教授　小山　茂喜
義初 高初 義キ 高キ ■集合場所等、詳細は別途Plant及びホームページにて連絡します。

　教師の授業力向上を目指し、学習指導要領が目指す方向を理解す
るとともに、児童・生徒が能動的に学ぶ姿を醸成するための授業改
善のあり方やカリキュラム・マネジメントについて学びます。また、
大学で開講されている教職科目「教職実践演習」に参加し、学生と
ともに授業研究や分析の演習を行います。
午前：教員のみに講義を実施
午後：教員と学生の協働による教職実践演習

② ④ ⑥ ⑨ 　　講師　信州大学教職支援センター　特任教授　小山　茂喜
義初 高初 義キ 高キ ■集合場所等、詳細は別途Plant及びホームページにて連絡します。

○ ○

基礎形成 伸長 充実 深化・貢献
－ 小 中 義 高 特 －

3-7-01-22

授業力向上のためのカリキュラム・マネジメントＢ
10月8日(木)

○ ○

【東北信会場】
地域社会と

連携・協働

目標実現に向け、

柔軟に対応する力

「教育のプロ」としての高度な知識や技能 信州大学
学習指導 生徒指導 現代的な諸課題への対応 上田キャンパス

3-7-01-21

授業力向上のためのカリキュラム・マネジメントＡ
10月5日(月)

【中南信会場】
地域社会と

連携・協働

目標実現に向け、

柔軟に対応する力

基礎形成 伸長 充実 深化・貢献
－ 小 中 義 高 特 －

  信信州州大大学学教教職職支支援援セセンンタターー連連携携講講座座
講座番号・講座名 実施日

「教育のプロ」としての高度な知識や技能 信州大学
学習指導 生徒指導 現代的な諸課題への対応 伊那キャンパス

 
 
３ 夏季集中講義 

(1) 日程は右表のとおりです。他の研修講座とは異なりますのでご 

  注意ください。 

(2) 会場は、信州大学松本キャンパスとなります。受付場所などは、 

  別途、Plant及び当センターのホームページを通じて受講決定者 

  にお知らせします。 

(3) 信州大学松本キャンパスの駐車場は利用できません。公共交通 

  機関等をご利用ください。 

(4) 講義当日は、大学職員の指示に従ってください。 

 
 

 これらの講座は、信州大学教職支援センターと総合教育セン 
ターの連携により設定されている講座です。総合教育センター 
の希望研修として受講申込みができます。 
 「信州大学各キャンパスで行われる連携講座」と「夏季集中 
講義」は、教職を目指す信州大学の学生と共に学びます。 

研修講座の紹介 

信州大学教職支援センター 

Ⅲ 大学連携講座 

連携講座 
夏季集中講義 

日 程 時 間 

受付時間  8：45 ～  8：55 

午前研修  9：00 ～ 12：10 

昼  食 12：10 ～ 13：00 

午後研修 13：00 ～ 16：10 
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